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技術の概要

光触媒、ガスセンサー、電極材料、クロマトグラフィーの充填剤、研磨剤 など

本技術は、溶液プロセスにおいて、原料となる溶液の組成や温度をコントロールすることで
ナノ構造を有する酸化物粒子を生成するものであり、以下の特徴を有する。

１. ナノスケールの微細構造を有する結晶性酸化物粒子が低温で作製可能

２. 様々な酸化物（ TiO2、SnO2、ZrO2など）のナノ粒子の作製が可能

本技術では、前駆溶液の組成を制御することで「花弁状SnO2ナノ粒子」、「ナノ構造を有する
CeO2粒子」、「SnOナノ結晶集積体」などの作製に成功している。
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